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松田智雄の 思想
歴史とプロ テス タンティズム

村松　晋 （聖学院大学）

　松 田智雄 （明治44年〜平成 7 年）は 、イギリス

経済史の 大塚久雄や 旧約学 の 関根正雄iらと同様 、

最晩年の 内村鑑三 に 師事 した キ リ ス ト者で あ り、

その 大塚 と もど も戦後の 西 洋経済史研 究を牽引 し

た存在 と して名 をな した人物で あ る 。 後 半生 には、

駐西 ドイツ公使や 図書館情報大学 学長等の 要職 を

歴任する な ど、社会 的活動に お い て も大 きな働 き

をなした 。 こ うした 公職にあ っ て 、 松 田は みずか

らの 信仰 を前面に 出すこ とは なか っ た が 、 しか し

亡 くな る 直前 まで 、 キ リス ト教系学生 寮の 理 事長

をつ とめ 、 また同 じ内村門下 で独立伝道に立 っ た

先 輩の 文集編纂 と刊 行 に尽力 す る な ど 、 生涯 を通

じて 信仰に基づ く く実践〉を地道に続 けた人で も

あ っ た
〔1）

。 また別稿
（2）

に て論 じた よ うに、敗戦直

後、信州北佐久地方の 農村調査 を行 う申、そ の成

果 をふ まえて 『北佐久郡志』
 

を公刊 する と とも

に 、 繁務の 傍 ら 「農民福音学校」 を催 し 、 同地 で

農業 に携 わる 人々 にキ リス ト教信 仰 を繰 り返 し問

い かけた点は注 目され る 。 松 田は そ の 意味で 、い

わゆ る 「学 究」に とどまっ た人で はなか っ た 。

　思 うに 「国民経済」の確立 とい う課題意識 に貫

かれ た松 田 の研究業績 は、優れ た、そ して活きた

学 問の 常 として 、 後進の 学徒に よ っ て 乗 り越えら

れ て い く
一

面 を免 れ な い 。 しか し松 田 の く実践〉

とそ の 思想、なか んず く敗戦後 の 信州農村 に働 き

か けた松 田 の 志 は 、 その 時 代 に あ っ て 意 味ある も

の で あ っ たの は もちろ ん 、 時 を 隔て た現代 に対 し

て も、一
つ の 示唆 を投 げか ける もの と思 われ る

（4）
。

本 稿で はこ う した課題意識 に基 づ い て 、 敗戦直後

の 松 田 を促 した信仰 と、 そ の 信 仰 に裏打 ち された

く歴 史意識〉に 内在的な解析 を加 える こ とを目的

とす る 。 その 意味で 限定的な立論となるが、 しか

し本稿で の 考察は 、 松 田を新た に照 ら し出す試み

に とどまらず、その松 田 を映す同 じ光源は 、 大塚

らの 思想的遺産を現代 に照射するうえで も、 寄与

する とこ ろが ある と考え られ る の で ある 。

　結論 を先取 りして言 えば 、 若き松 田の 信仰の 特

質は、信仰 と生活の 問題 を二 元論的に分離せ ず 、

その 両者の は ざまなる 実存的 緊張を、 粘 り強 く負

い 遂げ よ うとす る姿勢 にあ っ た と約言で きる 。 そ

の 象徴 的な表現 として 、 こ こ で は内村鑑三 を論 じ

た 「勇 ま しい 高尚な生涯」とい う論考の 次の
一

節

に注意 を促 した い 。

　　　私共も自身の 信仰の 自覚に つ い て は 、 絶え

　　ず最 も峻厳な注意を怠 っ て は な らない の で あ

　　る 。 予定説が十字架の 恩恵 を排 除す る として

　　 も、 また信仰一十字架 の 信仰で あれ 、 い わゆ

　　る信仰 的態度に安住し、逃避 する こ と も、 同

　　様 に また恐 る べ き十字架恩恵の 否定で ある。

　　 また労働の 肯定の ような肉に属す る もの の 不

　 　 当 な肯 定的態度か ら離れて い るに して も、逆

　　 に歴史と社会か らの 遊離が 、 少し も 「神の 栄

　　光」の ため によ りよ く仕える所以で あ る どこ

　 　 ろで な く、却 っ て逆の 堕落 を意味する こ とも

　　ある で あろ う
 

。

　 こ こに見 られ る の は 、 福 音信仰 の 社会的展開へ

の 志 向性 とい うよ りも、キ リス ト者が キ リス ト者

で あるゆ えに対時せ ざる を得 ない 〈緊張〉へ の 促

し で ある 。 す なわち 「キ リス トの 福音」 を受 け容

れて 生 きる とい うこ とと、世俗世界にお い て 生活

ξ
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する とい うこ とが もた らす不可避な矛盾 ・対立 に

つ い て 、 両者 を単 に 厂並立」 させて 省み ない 生 き

方や 、 逆 に、「信仰生活」に 自閉 して 、「歴史 と社

会か らの 遊離」を合理化する ご とき、安易 な一元

化 を厳に戒 め る視座 が それ で ある。同様の まな ざ

しは 、昭和24年 「歴吏 とプ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム」

に お い て 「福音が福音で あるためには 、 歴 史 ・社

会的現実 と断絶す る もの で あ っ て はな らない し 、

またそれを同
一
性格に包む もの で あ っ て もな らな

い 」
（6）

と述べ られ、昭和 26年の 論考 「高原 の 記録」

で も、「福音の 赦 しの働 きは永遠的か つ 絶対的で

あ る」
C7）

が 「福音 と歴 史 とが 切離 され て 断絶 した

二 元 で は な く、 福音は歴史の 拘束と抵 抗の うちに

実現 する もの で あつ て 、 こ の 実現 と い う一
点に人

間があ る…人間はこ の 一点にお い て 分裂す べ きで

な く、福音の 活 きた優越性の うちに包 まれ なが ら、

しか も、歴史の抵抗に 身を以 つ て 処 し、応答 して

行か ね ば な ら ない 」
（8｝

と記 され た 中に 見出せ る も

の で あ る。

　い ずれ に お い て も松田が 説 くの は 、 「福音か 、

歴史 ・社会的現実か」をみず か ら整合 的に整えて 、

両者の 「住 み分 け」 を企 て る
一元 的思 考で な く、

あ くまで 「福音 と、歴 史 ・社会的現実」 とい う相

対立する 〈現実〉 と、 ほか な らぬ キ リス ト者と し

て対峙 し続け よ うとす る 〈緊張〉の 必 要性で あ り、

単 に 「キ リ ス ト者の社会的実践」が 主 張 され て い

るの で はない こ とを、注意深 く読み取 らねばな ら

ない 。 したが っ て 、 松 田はキ リス ト者が その 〈社

会的実践〉を信仰 と切 り離 し、両者の 間に漲る べ

き 〈緊張 〉を解 消する行き方に は異議 を唱 えて や

まなか っ た 。 こ の 点で示唆に富むの は 、赤岩栄に

対す る 松 田の 批判で ある 。 昭和 24年 、 代 々 木上原

教 会の 牧 師 ・赤岩が 日本共産党 へ の 「入党 決意 」

を うかが わせ る発言 をな し、そ の 急進的 な 「社会

的実践 」 へ の 志 向に よっ て キリ ス ト教内外 に議論

を呼ん だ こ とは知 られて い る 。 その 詳細 を 、 今 、

論ずる こ とは で きな い が
（9｝

、 こ こ で は その 赤岩 と

直接 的な論争 を行 っ た
一人が ほか な らぬ 松田で あ

る こ と
 

、 その 際 、 松 田の 批判 の 眼 目が 、 赤岩

の 「信仰 と政治 を分離す る一 い わゆ る教会 と社会

とい うように 分けて考 えるべ き一 と い う根本的な

韈鴇
霧
’

立場」
（ll）

に向け られて い た こ とに注 意 を促 した い 。

　す なわち松 田は 、 赤岩の 主張の 中に 「正義と真

理 とが あ る こ とを充分に認 め ます 。 また共産党の

内部へ まで福音を宣教 し浸透せ しめ よ うとい う同

氏の 御 決意に は尊敬を惜 しみ ませ ん 」
〔12＞

と しなが

ら も、「信仰 と社会的実践 の 領域 を切 り離 し 、 後

者 に つ い て は手放 しで 当た っ て ゆ く」
 

「私 た ち

は 政 治 の こ とは政 治家 に 、 経 済 の こ とは経済学

者 に きけ ば よ い の で す」
C14）

とす る 赤岩の 主張に対

し、「『きけば よい 』 とい う態度は私 に は どうして

も納得で きませ ん 」
呶

と、そ の
一

元的なス タ ン ス

を問題視 して や まなか っ た 。

　松 田が キリス ト者 の 〈社会的実践 〉に求 めたの

は 、 赤岩の よ うに 、 実践 の 只 中で 直面 を余儀な く

され る諸課題 を 「政治の こ とは政 治家 に 、経済の

こ とは経済学者に きけば よい 」 と、信仰的視点か

ら切 り離 し 、 キ リ ス ト者 とし てそ れ を問わ な い 姿

勢で は な くて 、 眼前の 課題 を信仰 的視点 か ら問 い

直 し 、 問題克服に取 り組 みな おす姿勢 の 持続 で あ

っ た 。 言い 換えれ ば 、 キリ ス ト者 に は 「政 治」に

つ い て も 「経 済」に つ い て も、「政治家 」 や 「経

済学者」 とは異 な っ た視点か らする 唯
一

無二 の独

自の か か わ り方が ある とい うの が松 田の 確信だ っ

た 。 こ の 点に 関 し 、 同 じ赤岩批 判 の 論 考中 、 次の

一節が示唆に 富む 。

　　　信 仰 は政治 に対 し 、 福 音は 歴 史 ＝ 社会 に対

　　 して 絶対的 に優越 しなけれ ば な りませ ん 。 そ

　　 れは ただ歴史の 相対的進歩の 中に は らまれ る

　　 罪 と頽廃 とを充分 に認め つ つ 、 キ リ ス トの 愛

　　 に 迫 られ てそ の 相対的進歩 の 中に 身を以 て働

　　 か な けれ ばな らな い とい う、 キ リ ス ト者の 存

　　 在 の 仕方 に よ っ て 可 能 とな る筈 で す 。 私はキ

　　 リス ト者が 、 独 特 なや り方 で 社 会 の 中に生

　　 き、社会の 世界史的進歩 を担 い うる と考えま

　　 す
 

g

　 こ こ で松 田は 「歴史の 相対的進歩 の 中に は らま

れ る 罪 と頽廃 と を充分 に認め つ つ
、 キ リス トの 愛

に迫 られ て そ の 相対的進歩の 中 に 身を 以 て 働か な

けれ ばな らない 」とな し、そ れ を赤岩の ご と き立

場 とは異 な っ た 、 キリス ト者 な らで は の 「独特な」

〈実践 〉 と して 提示す る 。 そ の 内容 を敷 衍す る な
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らば 、 同 じ年の 論考 「日本の 病患」の 一節 「歴史

の相対的進歩は何 ら救い とは 関係が ない 。 そ れが

い か に高度に到達 し よ うとも、『然 らば汝 らの 天

の 父 の 全 きが 如 く、 汝 ら も全か れ 』 （マ タ イ 五 ）

と言い 給 うた イエ ス の 命を完うしうる もの で は な

い 。 その 理 由は 、 人が外側 に対立 して い る 自然に

で な く、 内側 におい て 対する自然 、 人間の 生 まれ

なが らの 精神と肉体 とが 、 霊 に 反逆する と こ ろ に

ある」
u7｝

との 叙述 を促す眼で もっ て、一見、「進歩」

と見える こ とさえも絶対視せ ずに、そ こ に 「は ら

まれ 」る 「罪」 「頽廃」を洞察す る こ とで ある 。

こ の 点 、
マ ル ク ス 主義的 「発展段階史観」がカを

持ち 、 その 目指す地平が全て の 矛盾を更新する と

念 じ られ た 時代 、 「歴 史 の 相対的進歩」 を称 し、

またそ うした 「進歩」が 「い か に高度 に到達 しよ

うとも、 『然 らば汝 らの 天の父 の 全 きが 如 く、 汝

ら も全 か れ』 （マ タ イ五 ）と言 い 給 うた イ エ ス の

命を完 うしうる もの で はな い 」 と 、 入間お よびそ

の 社会の 有限性 ・相対性を揚言す る こ と 自体 、 如

上の視 座 の 表現 と称 し得る 。

　とはい えそれ は 、 「歴 史の 相対 的進歩の 中に は

らまれ る罪 と頽廃」を盾に 、 「歴 史 ・社会的現実

と断絶」 し 、 〈現実〉か ら遊離 した観念的 「信仰」

の 解 き明か しに傾斜 した り、逆 に、「歴史の 相対

的進歩の 中に」は 「罪 と頽廃」が 「は ら まれ る」

もの だ とい わ ば 開き直 っ て 、 「罪と頽廃」の 存在

に もか か わ らず 、 「歴史の 相 対的進歩」 それ 自体

に固執 した りする立場 とは違 う 。松 田は「罪 と頽廃」

を洞察する こ との 必要性 とと もに 、 それ らが 「は

ら まれる 」「歴 史の 相対的進歩の 中に」「キ リス ト

の 愛 に 迫 られ て 」かかわ る こ と、「そ の 実践の 中

に こそ 、 罪の 赦 しの信仰の展開がある」 と説 く。

こ の 問題を解する にあた っ て は 、 松田が 「隣人愛」

を論 じた昭和24年 「倫理 と歴史 肩 社会」における

次の
一

節が示唆に富む 。

　　　隣人愛 の 倫理 は 階級闘争の 倫 理で はない 。

　　 む し ろ 、 その ような限定 を許 さない 無条件的

　　 愛で あ る。そ こ に は対立 階級間の 関係に つ い

　　 て も、 何 らの 除外例 も設 け られて は い ない 。

　　 それ は 、 キ リス ト教の 、 またプ ロ テ ス タ ン テ

　　 ィ ズ ム の 倫理 の 欠陥なの で あろ うか 。そ うで

　　はな くて 、 こ れはその 隣人愛の 倫理の もつ 峻

　　厳性
一

時 と場所 の 如何 を問わ ず 、 階級社会で

　　も、無階級社会で も、一
切 に適用 され なけれ

　　ば な ら ぬ 倫理 で あ るか らで あ る 。 だか らこそ、

　　プ ロ テ ス タ ン テ ィズム も、 こ の 隣人愛の 倫 理

　　を高 く掲げ る 。 隣人愛は 、 うち なる 自然 に よ

　　つ て も、 外側 の 自然に よつ て も 、 また人 と人

　　とが作 り上 げる社会構造の 中にお い て も 、 多

　　くの 障害に遭遇せ ざる をえない 。 その 障害に

　　対 して 、 隣人愛は 、 しか も峻厳に誠命 と して

　　与 えられ 、 その 実現 を迫 られ る 。 「貧 し くか

　　つ 乏 し く」 あ る状 態 に お い て 、 「汝 らの仇 」

　　に対 し て 、 サ マ リヤ人 とユ ダ ヤ人 と の 問に お

　　い て 、 愛 に お い て 自然 に対す る働 き も生 まれ

　　るで あろ うし、階級 ・入種 ・
宗教 の 区別を問

　　わず 、 愛は働か なけれ ばな らな い
（18）

。

　注意すべ きは 隣 人愛」の 形容と して 、 「与えられ」

「迫 られる」と ある ように 、 受動 の 表現 が用 い ら

れ て い る点で あ る 。 こ の 事実 は松田 にお い て 、 「隣

人愛」 と い うもの がその 内容 に お い て も対象 に つ

い て も、 それ をみ ずか ら 「限定」 した り、 逆 に 「除

外例」を設けた りして、 い わば 「先取 り」で きる

ような性格の もの とは理 解 され て い な い こ とを示

して い る 。 ある い は、「時 と場所の 如何 を問わず」

の
一

語 が示唆する よ うに 、松 田に と っ て 「隣人愛」

の 対象は 、 その 時々 に 「与えられ 」、 愛すべ く 「迫

られる」、 きわ めて 〈現 在〉的 な存 在 と して 把握

されて い る こ とを照射 する 。 そ して こ うした 〈隣

人〉把握は 、 松田 にお ける 〈実践〉へ の 視座 を根

底で 規 定す る もの で ある こ とに注意 を促 した い 。

た とえば前掲 「日本の 病患 」に お け る 、 「世界の

歴史 の 中に は神の 摂理が働 い て い る 。 こ れ は私共

の 希望 と確信 との 基礎 で ある」
｛19｝

との 明快 な
一

節

が象徴 する ように、松田 にお い て 、直面 する く現

実〉の 一々 は、神 の 働 き と無縁 に生起 す る もの と

は考 えられて い な い 。 別の 角度か ら言 うな らば 、

それ は 〈隣人〉同様 、 究極的に神に よ っ て 「与 え

られ 」、向 き合 うこ とを神 に よ っ て 「追 られ る」〈課

題〉 として立 ち現れて くる もの と して 把握 され て

い る 。 したが っ て 、 「世界 の 歴 史の 中 に は 神 の 摂

理が働 い て い る」と確信す る松 田 にお い て、〈現実〉
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と の 対峙 を回避 して 「信仰生活」 に 引 きこ もる こ

とも、 赤岩 の よ うに、〈実践〉の 只中で 直面 を余

儀な くされ る諸課題 を信仰的視点か ら切 り離 し 、

キ リ ス ト者 として は そ れ を問 わな い あ り方 も、い

ずれ も く現 実〉とい う神与の く課題〉に 取 り合 わ

な い こ ととして、認 め られ な い の は 自明で あ っ て 、

逆 に 、 日 々 の 具体的 な生活の 只中に切 りもな く降

りかか っ て くる く現実》 と 、 信仰 の 眼で 対峙 し続

け る姿勢 、 その 〈緊張〉 こ そが 求め られ る の は必

然で あ っ た 。 同様 に、先述 の 「赤岩 栄批判」で は

前面 に出て い な い もの の 、 マ ル ク ス 主義 の 「階級

闘争の 倫理 」 は、そ の 「適 用」が特 定の 「階級 」

に 「限定」され 、「与え られ」「迫 られ る 」べ き愛

の 対象が あ らか じめ 「先取 り」され 「固定化」 さ

れ て ある とい う点か ら も、 如上 の く現 在〉的な く隣

人 〉理解 に立 つ 松 田 にお い て 、認 め がた い 「倫理 」

となるこ とに も注 目して お きたい
［20i

。

　 そ の上 で 次 に 問 うべ きは 、か く して 「隣 人愛 」

の 対象 と して 「与 え られ 」 る存在 に対 し、松 田 は

い か に く実践〉すべ く考えて い る の か とい う問題

で あ るが、こ の 点に 関 して は 、紙 幅の 都合上 、最

小限を述べ る に とどめ ね ばならな い
。 結論 を約言

して 言 えば 、 松 田にお い て 「隣 人愛 」の ぐ実践 〉

は 、 方法 をあ らか じめ 「固定化 」 し、

一律 適用 で

きる よ うな もの で は な い と把握 されて い る と い う

こ と、別 の 角度 か ら言 うな らば 、前 掲 「高原 の 記

録」 に おける 「福音 の 赦 しの 働 きは永 遠的 か つ 絶

対的で あるが 、 潔め は時間的で もあ り具体的で あ

る 。 そ の 具体性 とは 、苦悩を除去する 実践が な け

れ ば な らな い とい うこ とで あ つ て 、実践 とは 、 正

し く 『医者』の 働 きで あ つ て 、健康者の 問題で な

く病者の 問題 に他な らな い の で ある 」
ceD

と の 表現

が象徴 す るよ うに 、 松 田 におい て 「隣人愛」の 〈実

践〉は 、 「医者」「健康者」の 「問題で な く」、 「苦悩 」

の 当事者たる 「病人」の 立場 に立 っ て で 行われ る

べ き営みで あ る こ と、す なわち、神か らそ の つ ど

「与 え られ」愛すべ く 「迫 られ る 」〈隣人〉に即 し、

あ くまで彼 ら の 「苦悩 を除去す る 」 目的で、「具

体的」に遂行 さる べ き もの と捉 えられ て い る 点を

強調 して お きたい 。

鑼

飜獵麟聯 1戀
　以 上 の よ うに松田 の 信仰を特徴づ ける とき、信

州北佐久地方にお ける 農村調査 とキ リ ス ト教宣教

の 試 み は、松 田が そ の 場を 「選 ん だ」とい うよ り

も、 佐久農村と農民 をみずか ら の 〈隣人〉として

「与えられ」、 その 「苦悩を除去」すべ く 「迫られ」

た とい う厳粛な促 しの 実 りと見る ほ うが 、 その 信

仰的実 感に即した理解 にな る と思 われ る 。 別の 角

度か ら言 うならば、戦後 「農民＝農地解放」 を経

て 、「解放」され 「向上」 した に もか か わ らず、

依然江 戸時代に遡 る旧 き 「用 水」と、同 じ く旧き

その 維持組織に隷属を余儀な くされ て い る北佐久

農民 を 目の 当た りに した松田 の 中に 、 か の 「よき

サ マ リア 人」さなが らの く経験〉が、まさにその

と き現成 した と解すべ きで ある 。 その 詳細 に関 し

て は既述 の とお り別稿 に て述 べ たの で こ こ で は触

れ な い 。 ただ前節 をふ まえ、本稿 の 主 旨か らして

さ らに注意を促 した い の は 、農村へ の そ うした働

きかけは 「隣人愛」の 信仰 に基 づ くの み な らず、

そ の 信仰 に裏打ちされ た 〈歴史意識〉に よ っ て意

味づ け られた
一

面 を も持っ て い た 点で ある 。 こ の

点 、 松 田の 〈歴 史意識〉 として は 、 い わゆ る 「講

座派」的枠組み に根ざすその 近代日本観 をまず指

摘で きる 。 た とえば松 田は敗戦直後の 論考 と 目さ

れる 「マ ル テ ィ ン ・ル タ
ー研究」で こ う述べ て い

た 。 い わ く 「われわれの 民族社 会が 明治以後昨年

に い た る まで保持 した性格は、『フ ッ ガ ー
家 の 時代』

と同様な えせ 資本主義社会」
（Z2）

で あ っ た と。 併せ

て 前掲 「歴 史とプ ロ テ ス タ ン テ ィ ズム 」で は次の

よ うに指摘 した 。
い わ く 「日本の 農民 は 、

い ま封

建的性格 を払拭 して 、 独立 自営 農の 段階 を経過 し

よ うと して い る」
C23）

と 。 そ こ に 「プ ロ テ ス タ ン テ

ィ ズ ム が 作用する こ と は 、か つ て の 古プ ロ テ ス タ

ン テ ィ ズ ム が西欧社会で 果 したの と、ほぼ同 じ『外

部的結果 』を もつ 」
［24）

、こ れが 如上の 時代認識に

立 つ 松田 の 期待で あ っ た 。

　 しか し松田を導 くその ぐ歴 史意識〉は 「講座派」

的な視座 にの み依拠 する もの で はない 。 それは先

に も引 い た 「世界の 歴 史の 中に は神の 摂理が働 い
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松田欝 の想愬 一
2駛 とプロ テズタンティズムー

て い る 。 これ は私共の 希望 と確信 との 基礎で あ る」

との 一
節が象徴す る信仰 に こそ裏打 ち され た もの

で あ る 。 た とえ ば 「
一九 四六 年春」

 
と付記 さ れ

た 「歴 史的感覚」劈頭 に、松 田 は 「呼 ばわ る者 の

声 ［ヴ ォ ク ス ・ク ラ マ ン テ ィ ス ］ きこ ゆ 」
 

に 始

まる イザヤ書40章 3 〜 4節 を掲げた 。 そ こ で 日本

の 歴 史学の 来歴 を概観する松田 は 「西洋史研究を

通 じて の 近代 文化 の 内面 的獲 得」
（27）

「文 化 の 新 ら

しき構造へ の 批判 的 に し て 戦 闘的な覚醒 」
〈2S＞

を呼

びかける
一方、 もっ ぱ ら 「史料的事実の 尊重 に帰

す る」
 

研究 を 「嘆賞 を惜 しむ必 要 は な い 」
C3°）

と

尊重 しな が ら も、「しか しか か る即物主義が、現

存の 危機に 当面する歴史学の 立場 と して こ れ だ け

を貫 き通 し うる で あろ うか 。 ヴ ォ ク ス ・ク ラ マ ン

テ ィ ス は野 に高 ま りつ つ ある と きに」
（31）と問い か

けた 。

　 〈現在 〉に対す るこ の まなざ しは 、 「われを遣 し

給ひ し者の 業 を我 ら昼の 間にな さざるべ か らず 。

夜 きた らん 、そ の 時 は誰 も働 くこ とを能 はず 。

（ヨ ハ ネ伝九章四 節）」
（32｝

との 聖句を引 い て 「歴 史

とプ ロ テ ス タ ン テ ィ ズム 」を閉 じた 、 そ の 切迫 し

た視座 に通ずる もの で 、 それは松田 の 「歴 史的感

覚」が 「講座派」的 なそれ以上 に 、 敗戦 に直面 し

た 日本の く現在〉を、 神の 働 く 「摂理 」的 な 〈時〉

と見 る信仰に彩 られた もの で あ っ た こ とを照射 す

る 。 松 田 は こ の 「歴 史的感覚」 すなわち 「わ れ を

遣 し給ひ し者の 業を我ら昼 の 問に な さざる べ か ら

ず」と の 思 い に促され 、 敗戦直後の 農民 と向き合

っ た 。 ゆ えに松 田 は 、 「御牧 原農 民福音学校」の

開校式直後 、 「い ま封建 的性格 を払拭 し て 、独立

自営農の 段 階 を経過 しよ うと して い る」 日本の 農

民が 、 プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズム の 信仰 に接 した 「瞬

間」を振 り返 り、 「福音 に つ い て 御牧 ケ 原が 聞 い

た最初の 瞬間は 、 私 に と っ て 全心全霊 を深 く揺 さ

ぶ る感動 で あ っ たG（33｝
と 、 その 〈時〉を厳粛 に 回

顧せ ずに は い られ なか っ た の で あ る 。

　 こ の 「歴 史的感覚」は しか し 、 「封建 的性 格 を

払拭 し て 、独立 自営農の 段 階を経過 し よ うと し て

い る」「日本 の 農民 」に 「プ ロ テ ス タ ン テ イ ズ ム

が 作用す る こ とは 、 か つ て の 古プ ロ テ ス タ ン テ ィ

ズ ム が 西欧社会で 果 した の と 、 ほ ぼ 同 じ 『外部 的

結果』をもつ 」 とい う展 望に とどまるもの で なか

っ た 。 別 の 角度か ら言うな らば 、 松田の如上の 試

み を、「近代化」を 目ざ した 単な る知的 ・啓蒙的

動機に の み帰するの は妥 当で ない
。 顧 みて松田は

北佐久の 農民が その 生産性を高め るた め の の 礎を

なすもの として、先の 展 望が示唆す る とお りプ ロ

テス タ ン テ ィ ズムの社会的な射程 に期待を寄せ て

い た 。 しか し、 「プ ロ テ ス タ ン テ ィズ ム の 倫理 と

資本主義の 精神」をめ ぐっ て の 周知の 理解をふ ま

える松 田は同時に、「『貨幣』獲得を 『職業 （使命）』

と考える こ とに よっ て他人労働の 作出する剰余価

値の 取得 を合法化するに い た っ た 資本家的意識
一

い い か えれ ば貪欲 の 精神が 現 れて くる」
（34）

の は必

然 で あ り、 しか もその よ うに 「貪欲の 精神が現れ

て くる」背景に は 、 「プ ロ テ ス タン テ ィ ズ ム の 倫

理の 、 本質的な欠陥」
（35）

すなわ ち 「貨幣 に対する

貪 欲一い わ ば貨幣に対す る Fetischismusで あろ う

一 を除去する こ とに無 関心で あ り、 またその 方法

を知 らなか っ た」
（36＞

とい う 「深刻 な欠陥」剛が あ

る と考えて い た 。 こ うした連関が 判明して い る以

上 、 北佐久の農民が 受け継 ぐべ き信仰 は 、 い ずれ

「貪 欲の 精神」 を生 み 出す こ とが予想 され 、 しか

もその 「貪欲」「を除去す る こ とに無関心で あり、

またその 方法を知 らな」 い 信仰に と どまる べ きで

な い 。 松 田は如上 の 理解に立 つ こ とに よ り、 日本

農村に説か る べ き言説 は 「か つ て の 古プ ロ テ ス タ

ン テ ィ ズム が不 可避的に もっ た欠陥 を除かれた新

しい 福音」
（3S）

で なけれ ばな らな い と力 説 した。

　 然 らば こ の 「新 しい 福音 」 とは何か 。 「こ の よ

うなプ U テ ス タ ン テ ィ ズ ム の 倫理 の 欠陥 は 、 もと

よ りプ U テ ス タ ン ト自身に よ っ て 克服 され なけれ

ば な らない 」
（39）

と述べ る松 田 に お い て 、 「新 しい

福音」は プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム の 中か ら屹立する

もの とされ る の は 自明で あ っ た 。 こ こ で 示唆に富

むの は、同 じ く 「歴 史 と プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム 」

にお ける次 の
一
節で ある 。

い わ く 「プ ロ テ ス タ ン

テ ィ ズ ム が戦闘の 教 会 として長 く永続する こ とを

祈 求す る か ぎ り、新 し い 福音 の 預言者が生 み 出

され なけれ ばな らな い 」
（40｝

と。 そ こで こ の 「新 し

い 福音の 預書者」が問わ れ なけれ ばな らな い が 、

こ こ に松 田が想定す る の が 、 内村鑑 三 に ほ か な ら
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な い 。 松 田は 「勇 ましい 高 尚な生涯 」にお い て 、

「予 定 説が十字架の 恩恵 を排 除して い る こ と、 労

働の 無条件な肯定が 神の ため の それ で な く、自身

の 貪欲 を満足す る手段に容易に転ずる こ と」
叫

に

対 し 、 内村は r凡そ歴 史の 進行の 中で 、 または個人

の 生涯の 中で 、 全て の 善い 意図 、 善い 業一言わば善

い 信仰 さえ も含 めて
一などが辿 らなければならない

宿命をすで に洞察 し予見 して さえお られた」
幽

とし

て 、「だか ら こ そ 、

一
切 の もの に つ い て 、 それ が

不可避的に 陥 らざるを得ない 不都合 、 生命の 欠乏 、

形式化 と い っ た よ うな宿命に対 し て 、 『勇 ましく

高 尚な生涯 』 をもっ て 戦 うこ とを必要 と」
働

した

点 を高 く評価 した 。 そ して 松 田は 、 厂それ は他 入

事で は な い 」
叫

と内村の 自覚 に 倣 うこ と の 必要性

に説 き及 び、本稿 冒頭 に引用 した文章 を次 の よう

に謳 い 上 げる の で ある 。

　　　私共 も自身の 信仰の 自覚に つ い て は 、絶え

　　ず最 も峻厳 な注意 を怠 っ て は な らない の で あ

　　る 。 予 定説 が十字架の 恩恵 を排除す るとして

　　 も、 また信仰
一十字架の 信仰で あれ 、 い わ ゆ

　　 る信仰 的態度 に安住 し、逃避す る こ とも、同

　　様 に また恐る べ き十字架恩 恵の否定である 。

　　 また 労働の 肯定の よ うな肉に属 するもの の不

　　 当な肯定的態度か ら離れ て い る に し て も、 逆

　　 に歴 史 と社会か らの 遊離が 、 少 しも 「神の 栄

　　 光」の た め に よ りよ く仕える所 以で ある どこ

　　 ろで な く、却 っ て逆 の 堕落を意味す るこ とも

　　 あるで あ ろ う 。

　 さらに松 田 は 「それは 、 敢えて私共の 信仰に つ

い て も、 正 しさを求め る生涯で あり、仮 借な き注

意 を注 ぐ生涯 で ある 」
 

と敷衍 して 、「歴 史 と社

会 を貫 く不可 避的 な悲 しむべ き宿命 に 対 して は 、

終 りの 日に
一

切 が正 しくされる その 時 まで は 、 こ

の ような厳 しい 生活 に よ つ て の み戦 い が 続け られ

るべ きで あ ろ う」
 

と結 ん で い る 。 こ れ らの 叙述

は 、 日 々 の 具体 的な生活の 只中に切 りもな く降 り

か か っ て くる 〈現実〉 と信仰の 眼で 対峙 し続 ける

姿勢 、す なわち 「正 しさ を求め る生 涯」「仮借な

き注意 を注 ぐ生涯」 を促す内村流の 信仰一それ は

松 田の 生 きた 信仰 で もあ る一 こ そ 、 戦後 、 「封 建

的性格 を払拭 して 、独立 自営農の 段 階 を経過 しよ

馨
籤
融
鑠
鬮

うとして い る」戦後 日本の 農民が受け容れ る べ き

「か つ て の 古 プV テ ス タ ン テ ィ ズ ム が不可避 的に

もっ た 欠陥を除か れ た 新 し い 福音」 と、松田が 捉

えて い た事実を証 しする 。

　か くして 敗戦後の 日本農民 が 「新 し い 福音」に

眼 を啓か れ る と き、 松田は 二 つ の こ とを 期待 した 。

まず第一
に 、 昭和25年の 座 談会 「日本の 農村 とキ

リス ト教」で力説されて い るよ うに 、 農村が 「か

つ て の 古プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム が不 可避的に もっ

た欠陥を除か れ た新 しい 福音」の 「伝道の 拠 点」
（4ガ

とな り、 「逆に そ こか ら町に対 して 影響 を及 ぼ し

て い くこ と」
｛4S）

で あ る 。 こ の 点 、 松 田が 「大体キ

リス ト教 の 発 生がそ うい う もの だ とい つ て い い く

ら い で 、 い つ で も農村 に キ リ ス ト教 の 信仰がで き

て 、それが溢れて い くこ とに よつ て キ リス ト教の

力が 強くな つ て行つ た」
 

また 「宗教改 革時代殊

にそ うなんで 、プ ロ テス タ ン テ ィ ズム は特 にそ う

なんで 、 そ うい うこ とを一
般 の 人 々 に認識 して 頂

きた い
｛50）

」と 、 「キリス ト教 の 発 生］や 「宗教改革」

まで 引 き合 い に題 して 強調 する 事実 は 、 松 田に お

い て敗戦後 の 日本農民 が内村流 の 信 仰 を受 け容れ

る こ とは 、 「宗教改革」 に 匹敵す る 、その 意味で

キ リス ト教に 画期 をもた らす真に 〈歴 史〉的な出

来事 と把握され て い た こ とを照射す る 。

　 しか も松 田の 祈 りは そ こ に と どま ら ない 。 敗戦

後の 日本農民が 「新 しい 福音」に眼 を啓か れ る と

き、松 田は 「か つ て の 古プロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム が

西欧社会で 果 したの と、 ほぼ同 じ 『外 部的結果』」

を超 えた新 しい 地平が切 り拓か れ る もの と考えて

い た 。 こ こ で は 「歴 史とプn テ ス タ ン テ ィ ズ ム 」

に お い て 、松 田が 次 の よ うな著 し い 見解 を示 し

て い る 点 に注 意 を促 した い 。 い わ く 「か つ て の 古

プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム が不可 避的 に もっ た欠陥 を

除か れた新 しい 福音が宣教 され た とする な らば、

日本農村の 歴 史 ・社会 的な相対的進歩は 、世界史

に類 例の 無 い 様相 を示 すで あ ろ う」
（5！）

と。 短い
一

節 で あ り具体性 を欠 い て は い る もの の 、 す こ ぶ る

暗示に富 む一
文で あ る 。 「か つ て の 古 プ ロ テ ス タ

ン テ ィ ズ ム が不可避的 に も っ た欠陥 を除 かれた新

しい 福 音」 を受 け容れ た 「日本 農村」が 「世界史

に類 例の 無い 様相を示す」 との 表現 は 、松田 もま

N 工工
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於毋讎 の想想
一

歴 史とプロ テヌ タンティズ ムー

た 師 ・内村鑑三 さなが らに 、 「日本の 天職」へ の

祈 りに貫かれた人で あ っ たこ とを照射す る とと も

に 、 「かつ て 古プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム 」に よ っ て

「世 界 史」に もた らされ た 「様相 」すなわ ち 「近代」

の その 先 を、松田が捉 えて い た こ とを も明示する

か らで ある 。 こ うした課 題意識は 、 い わゆ る 「近

代の 超克」や 「世界史の哲学」を唱えた思想家た

ち と い か に交錯 し、 い か なる 分岐 を見せ る の か 。

それ は南原繁や矢内原忠雄 らの み な らず、松田や

大塚の 世代の 思 想的営為 を読み 解 く上で も、

一
つ

の 鍵 となる 問い で あ る
c52）

。

　筆 を擱 くにあた り、 最後に別の角度か ら注意を

促 して お きた い こ とは 、 松田 が北佐久や 八 ヶ岳山

麓で行 っ た 「農民福音学校」に 、 時とし て 「六十

名 ばか りの 人 々 」
（53）

が集 うた とい う事実の 持つ 意

味で あ る。 それ は 敗戦 直後の 信 州の 農民 が 、 農業

技術 の み な らず実存の レ ベ ル か ら、 生 き方の 指針

を求め ざるを得な い 状況に置か れ て い た こ とを照

射す る 。 実際 、 松田 と終生交 わ りを持 っ た 北佐久

の 住人 ・小山源吾 は 、 村に生 きる者 として の 立場

か らこ う述 べ た 。
い わ く 「農村は 、 来る べ き苦悩

を農民 と ともにす る基督者 を、 頭 だ けで な く、 ま

た神学論 をふ り廻すの で な く、 ともに稲の 作 り方

を考 えて くれる基督者 を 、 切実 に必要 として い る

の で す」
凶

と。 そ の 背景 こ そ 考究 に値する が、こ

こで は高度経済成長期以前の 「農家の 二 、三 男」は、

将 来に対する深刻な閉塞感 を抱 え込ん で お り、 そ

れ は戦後初期に お ける農村精神史の 深層を彩 っ て

い る こ と
｛’Y ，｝

、 またか つ て はそ う した 「苦悩 を農

民 と と もに」 し 「頭 だ けで な く」「と もに 稲の 作

り方 を考 えて くれ る」存在 と し て 、 儒州で は和合

恒男 をは じめ とする 「農本主 義者」が求心力を放 、

っ た rdsc56）
、敗戦 に よる価値の

一大転換 に伴 っ て 、

彼 らが 「退場」を余儀な くされ る こ と に よ り、 農

民 は 「稲の作 り方j を教 え 「苦悩 を農民 と と もに

す る」思想お よび思想家 を喪 っ て い た こ とを指摘

して お きた い
。

【濁

（1）

（2）

（3）

松田の 経歴 ・業績に つ い て の 主要 な先行研究 と

し て 以 下 を参照 。 住 谷一彦 「人 と思 想」、大野

英二 「『近代の 史的構造論』の 構成 と展開」 （松

田智雄 『新編 「近代」の 史的構造 論』 ぺ りか ん

社 ［昭 和43】）、小山源 吾他 編 『高原 の 記録
一

松田智雄 と信州』新教出版社 （1996 ）、道重 一

郎 「大塚 久雄 と松 田智 雄
一

大塚史学の 理 論構成

とそ の 意義
一

」（住 谷一
彦 、和 田 強編 『歴 史 へ

の視線　大塚史学 とその時代』、日本経済評論

社 ［1998 ］）、 大庭 治夫 『内村 ・新渡戸精神の

銀河系小宇宙一南原 繁 ・矢内原忠雄精神 を経由

し た松 田智雄と 隅谷三 喜男 の 精神史』国 際学術

技術研 究所 （2007 ）な ど。

村松晋 「松 田智雄 と信州一あ る戦後農村精神史

へ の試 み
一

」 （『信濃』 ［信濃史学会］投稿済）。

松 田 は 『北 佐 久郡 志 』 第3巻 「社 会篇」、 第 4

巻 「研究調査篇」 （ともに 北佐久郡志編纂会、

昭和 32 ） を監 修 ・執筆 し て い る 。 松 田 と と も

に こ の 調査 ・執筆に携 わ っ た一人に 若き日の 大

石慎三郎 がある。 大石 の 『封建的土地所有の解

体 過程 』御 茶の 水書 房 （1958）、 『近 世村落の

構 造 と家制度 』同上 （1968 ） は、松 田 が 「村

協 同体 の 再生産構造一 『水』に よ る 拘束 を中心

と して一」 （『経済評論第6号』 日本評論社 ［昭

和26 ］）等で 扱 っ た地域 を歴 史的 に考究 した成

果である 。 な お 日本の 「村協同体」 を単 に 「拘

剌 と見 る大塚 ・松 田 らの視点 は相対化 されて

久 しい が （た とえ ば渡辺 尚志 「日本近世 村落史

か らみ た大塚 共 同体 論 」［小 野塚 知 二 、沼 尻晃

伸編 『大 塚久雄 『共 同体 の基 礎理 論』 を読 み直

す』 日本経済 評論社 （2007 ）1）、 しか し近 年、

研究者が打 ち出す 日本近世村落の 明朗活発な イ

メ ージ は、当の 大塚が か つ て 『国民経 済一そ の

歴 史的考 察』弘文 堂 （1965 ）や 『歴 史 と現代』

朝 日新聞社 （1979 ）等 で 、 ダ ニ エ ル ・デ フ ォ

ウら に拠 っ て 活 き活き と 描 き出 した 「農村 工 業」

や 「局地 的市場圏 」 の 形成 と発 展 を、発想の 下

敷 きに して い る か に見 え る （たとえ ば六 本木健

志 『江戸時代百姓生業 の研究一越後魚沼の村の

経 済 生活一』 刀水 書房 ［2002 ］）。如上 の 視点

＿ ． ＿ 鑞
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論 文

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

か ら両者の 交錯 ・
分 岐を問 う こ と に よ り、戦後

思想 史 ・史学史にお ける 「大塚史学」の隠 れ た

遺産 を開示 し得る可能性 が ある こ とを指摘 して

お きたい 。

大塚 らの 「国民経済」の 主 張 が有す る 現代的 意

義 に つ い て は、妹尾陽三 r発展途 上国、貧 困再

生産 の 構図」（中村勝 己研究会出版刊行会編 『オ

フ ィ ス と道標』 ［1998 ］）、柳父圀近 「発題 1

社 会科学 とキ リス ト者 （シンポ ジウ ム主題 「社

会 ・文化 ・福 音一二 十 一世 紀の キ リス ト教 神学

の た め に 」）」 （『日本 の 神学第40 号 』 日本基 督

教学会、［2001 ］）、同 「『国 民主義』・『国家主義 」・

『超 国家主義』一大 塚久雄の 『ナ シ ョ ナ リズ ム』

論 をめ ぐっ て
一」 （『法学 第66 号』 東北大学 法

学会 ［2002 ］）、中村勝 己 『近代市民社会論 （改

訂版）』今 日の 話題 社 （2005 ）か ら大きな示唆

を受 けた。

松 田智雄 「勇 ま しく高尚 な生涯」（『独 立第 12 号』

昭 和書院、昭和25 ＞、 p．18，

同上 「歴史 とプ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ムー一つ の 答

一」（『基 督教 文化 第34 号 』新 教出版社、昭 和

24 ）、　p，13．

同上 「高原 の 記録一知識層の 脱知識層化の 問題

一
」（「司上 56号 、昭和 26）、p．33．

同上 （同上 ）p．32．

「赤 岩栄 論」 は、「キ リ ス ト教 とマ ル ク ス 主義」

とい う古典的 な問題意識 に 基 づ く立論 か ら （た

とえ ば井上 良雄 『戦後教会史 とともに』新 教 出

版社 ［tg95 ］の 諸論考）、 赤岩晩年の 到達点 に 、

現代聖書学の 成果 が示 す 「イ エ ス」 と の 交錯 を

見 る 見解 （た と えば笠 原 芳光、佐藤研編 『イ エ

ス と は何 か』春秋社 ［2005 ］） へ と移行 した か

に見 える 。 その 軌跡 の解 析 は、井上良雄 か ら平

田清明、竹内良 知 とい っ た幅広 い 面 々 が参加 し、

「赤岩問題」をは じめ 「市民社会 と社会主義」、 「滝

沢神学」ま で論 じ た研 究会の 記録 「出会 い 　日

本に お けるキ リス ト教 とマ ル ク ス 主義』 日本基

督教団出版局 （1972 ）が 象徴 す る よ う に、戦

後 日本思想史 に精神の 深 み か ら新た な光 を当て

る試み た り得 ると思 わ れる 。 他 日 を期 したい 。

（10 ）赤 岩 に は 「キ リス ト教 と社会 実践
一

松 田 智雄 氏

1覊

　　 に 答え て一」（『理 論第3巻9号』理 論社、1949

　　 ［『赤岩栄著作集第5巻』教文館、昭和 46］〉がある 。

（11）松 田 「感 想j （『基 督教 文化 第 36号 』、昭和 24）

　　 P．62

（12）同上 （同上）、p．64，

（13）同上

（14）同上

（15）同上

（16）同上

（17）松 田 「日本 の 病患 」（『独立 第 5号 』、昭和 24 ）、

　 　 P．35，

（18）同 「倫理 と歴 史＝社 会」（『基督 教文化 第 42号』、

　　 昭和 24 年）、p．21 〜 p，22．

（19）前掲 「日本 の 病 患 」 （前 掲 『独 立第5号』）、

　　 P．34，

（20）内村鑑三、矢内原忠雄、金澤 常雄 ら 〈預言者的

　　 実存〉 とも称すべ き師に 就 い た松 田 は、神 とい

　　 う存在 を、まず く畏 れる〉 とい う形 で しか 対峙

　　 し得 ない 〈絶対他 者〉と して、そ の魂 の肉皮に

　　 刻み込まれる経験 を持 っ た と考え られ る。 ゆえ

　　 に こ そ 〈隣 人〉 を 「先取 り」 「固定化 」す る こ

　　 とは、み ずか らが整 えたプ ラ ン の うち に く絶対

　　 他者〉た る 神を 〈我有化〉する欲求と して、理

　　 屈抜きに 否 まれ る も の であ っ たと思 われる 。

（21）前掲 「高原 の 記録」（前掲 『基督教文化 第56 号』）、

　　 P．33．

（22）前田 「マ ル テ ィ ン ・ル タ
ー

研究」 （『展望」 掲載

　　 号不詳、［前掲 『新編 「近 代」の史的構 造論』］）、

　 　 P．174 ．

（23＞前掲 「歴史 とプロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム」（前掲 『基

　　 督教文化第34号」）、p．13．

（24）同上

（25＞松 田 「歴史的感覚」（前掲 『新編 「近代」の史

　　 的構造論亅）、p．147．

（26）同上 （同上）、p．128 、

（27 ）同上 （同上）、p，145．

（28＞同上 （同上〉、p．147、

（29 ）同上 （同上 〉、p．144．

（30）同上

（31）同上

（32 ）前掲 「歴史 と プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム 」（前掲 『基

N 工工
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松毋 讎 の ，蟹想
一

歴 史とプ P テズタンティズ ムー

　　 督教文化第 34号』）、p．14，

（33）前掲 「高原 の 記録」（前掲 『基督教文化第56 号』）、

　　 P．37．

（34）前掲 「歴 史とプ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム 」（前掲 『基

　　 督 教文化第 34号』）、p．13．

（35）同上

（36）同上

（37）同上

（38）同上

（39）同上

（40）同上

（41）前掲 「勇 ま しく高尚 な生涯」 （前 掲 『独立 第 12

　　 号』）、P．17．

（42）同上 （同上）p．16．

（43）同上 （同上）p．18．

（44）同上

（45）同上

（46 ）同上

（47）松 田、高井康雄、岩井文 男、森 岡清 美、日野原

　　 重 明 「日本の農村とキ リス ト教」 （『基督教文化

　　 第49 号』、 昭和25 ）、 p．35．

（48）同上

（49）同上

（50）同上

（51）前掲 「歴史 とプ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム 」（前掲 『基

　　 督教文化第34号』）、p．13．

（52）前 掲 注 （51 ）に 引い た 松 田 の 表 現 の 他 、南 原

　　 の 「第一
の宗教改革 を断行 した もの は、ゲ ル マ

　　 ン 的 ドイ ツ 民族で あ っ た…同様の こ とが将 来第

　　 二 の宗教 改革 と して、東 洋の 日本民族 によ っ て

　　 遂 行 し得 られ な い と、誰 が 断言 し得 る で あ ろ う

　　 か （「力 トリシズ ム とプ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム」『国

　　 家学 会雑 誌第 57 巻 巻 8 〜 9号 』、昭 和 18 ［『南

　　 原 繁著 作集』 第 1巻、岩 波 書店 ［昭 和47 ］、

　　 p．335 ．］）」 との 言 は、同時期 の 波多 野 精
一

な ど

　　　に 比 し、「近代の超克」 「世界史 の 哲 学」論者 に

　　　よ り 近 い 息吹 を感 じ させ る 。 な お 、こ こ に座談

　　 会 「近代 の 超克」に も参加 した吉満義 彦 を加 え、

　　 同時代キリス ト者の く近代〉認識 をその 〈ネー

　　 シ ョ ン〉意識 と か か わ らせ て問 い 質すこ とは筆

　　 者の 研究課題 で あ る。こ の 点 、轟孝夫「戦後の 『京

　　 都学派』像
一

ある い は戦後 にお ける 匡哲学』の

　　 不在 」 （大 橋良介編 『京都学派 の 思想一種々 の

　　 像 と思想 の ポ テ ン シ ャ ル 』人文書院 、 ［2004 ］）、

　　 また稲垣良典 『問題 として の 神』創文社 （2002＞

　　 に は、如上 の 問題群 を め ぐる 〈問 題 の 所在〉を、

　　 思惟の 原理 レベ ル か ら把握 し直す上で多大な教

　　 示 を得た 。

（53）新井明 「信州の 農村伝道」 （前 掲 『高 原の記録

　　
一松田 智雄と信州』）、p．17．

（54）小山源吾 「農村に お ける技術 を分析 して」（『独

　　 立第 t3号』、昭和25）、　 p．36．

（55）hR瀬和俊 『集団就職の時代』青木書店 （1997 ＞

　　 を参照。また 『農村青年通信 講座』 （農村文化

　　 協会長野支部 、 昭和23 〜
昭和34 ［復刻版、日

　　 本図書 セ ン タ ー、2007 〜 2008 ］〉に は 「二 三

　　 男問題亅に 呻 く北信農村青年の 「肉声」が収め

　　 られ胸 を衝 く。

一例 として 「ある三男 の手記」（第

　　 36 号、昭和26年 12 月）、「俺た ちの次 ・三男対策」

　　 （第54 号、昭和 28 年 6 月）、「弟 の 就職」（第63 号、

　　 昭和29 年 3 月〉など。

（56＞和合に 関 しては村松 晋 「昭和 戦前期長野 県の キ

　　　リス ト教 をめ ぐる
一

考察」（『信濃第55 巻第12号』

　　 信濃史学会 ［2003］） を参照 。 また信州岩村田

　　 出身の 山室静（明治39 年生）は「老農詩集の 著者」

　　　（関 口 江畔 『老農詩 集』オ フ ィ ス エ ム ［2009 ］）で、

　　 和合 の 名は 「トル ス トイ、江渡狄嶺」 と並ん で

　　 会話 に 出 た こ と、 そ の 山室 は 「ク ロ ポ トキ ン 流

　　 の 生産 に結び つ い た、自治的小社会に 心 が ひ か

　　 れ」、「老荘 ・陶淵明ふ うの 東洋的自然主義 さえ、

　　 そ の 背後 に は依然生 きて い た」 （2 て 上掲書、

　　 p．110 ）と言う。 「農民福音学校」を成立 させ た

　　　く場〉の 思想状況 を示 す回想 と して 示唆に富む 。

※ 紙 幅 の 都 合上、「参考 文献 リス ト」 は注記 中 の 文献

　 記載で代え させ て い た だ き た い 。
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The  Thought  of Tomoo  Matsuda  : History and  Protestantism

Susumu  Muramatsu

  Tomoo  Matsuda  is a Christian who  learnt to Kanzo  Uchimura as  well as  Hisao Otsuka arrd Masao  Sekine.

Matsuda  devised the  sociat  practice method  based  on  the  Christianity belief and  hi$ own  histori¢ al view.

Based  on  his own  be"ef, Matsuda  went  to the farm viliage  in Nagano  and  preached  Christianity to farmers.

The  thought and  practice of  Matsuda  have the special  meaning  in planning social  practice by the  Christian

and  in reconsidering  the meaning  of modern  ages  in Japan, ln addition, these are suggestive  to think about  the

history of the spirlt ot the farm village in Nagano.
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